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災害復旧工事加無山林道

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71横　断　面　図
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図　　名

署　　名
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縮　　尺 1/100

災害復旧工事加無山林道

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71横　断　面　図 4
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縮　　尺 1/100

災害復旧工事加無山林道

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71横　断　面　図 4
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署　　名

名　　称

縮　　尺 1/100

災害復旧工事加無山林道

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71横　断　面　図 4
4

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署
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図　示

項目（頻度） 管理値又は許容値

施  工  管  理  基  準  値

特  記  事  項

・鋼製壁面材は斜タイ材と腹起し材を有する剛性の高い構造のものと
　する。壁面材の断面係数は0.6cm /m以上とする。

・盛土材は転圧作業が行えるもの、または転圧作業ができるように改
　良する事を前提とする。

3

・背面の掘削面に湧水がある場合は、補強領域に水が侵入しないよう
　な排水対策を施すこと。

・実施に際して土質試験等を行い、所定の土質定数や支持力を満足する

・施工管理基準値は以下の項目を目安とし、各機関の基準に従うもの
　とする。

最大地盤反力度

IP.1=9.0 H=3.6qmax＝91.6kN/m ＜ qa=200kN/m常　時

盛土材の内部摩擦角

盛土材の単位体積重量

設  計  条  件

γ＝18.0kN/m3

φ＝30°

2

盛土材の締固度
3（盛土材500m に1回）・岩石質盛土材の場合は、工法規定方式で管

　理するものとする。

完成後の壁面勾配 ・所定の壁面勾配±0.03H(H;補強土壁高さ)
　もしくは30cm以内。

・JIS A 1210のA,B法による最大乾燥密度の
　95%以上、C,D,E法で90%以上とする。

　か確認すること。

活荷重 WL＝10.0kN/m2

粘着力(内的・外的)  c＝ 0.0kN/m2

粘着力(全体)  c＝10.0kN/m

・鋼製補強材は各段の壁面材ユニットに面状に敷設すること。

・鋼製壁面材と補強材の表面処理は溶融亜鉛めっきとし、その付着量は
　500g/m (HDZ50)以上とすること。2

2
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災害復旧工事加無山林道

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71構 造 図 3
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災害復旧工事加無山林道

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71構 造 図

標準ユニット 雪害対策用コイルキャップ
(壁面勾配：2分)
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1

図　示

災害復旧工事加無山林道

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

被災番号　　　　- ｋｍ地点1.71撤　去　図
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№1

工 事 構 成 工 種 数 量 単 位 備 考

切 土 工 砂 、 砂 質 土 切 土 0.5 ｍ3

軟 岩 Ⅱ 0.2 ｍ3

箱 掘 工 砂 、 砂 質 土 切 土 10.8 ｍ3

盛 土 工 流 用 盛 土 1.1 ｍ3 本体

〃 71.1 ｍ3 切土・床掘 現地処理

〃 10.8 ｍ3 箱掘 現地処理

運 搬 盛 土 108.5 ｍ3 購入土 盛土・埋戻・補強土盛土（砕石部除く）

法 面 整 形 砂 、 砂 質 土 法 面 整 形 3.4 ｍ2 切土法面整形

軟 岩 Ⅱ 法 面 整 形 0.8 ｍ2 切土法面整形

路 盤 工 上 層 路 盤 工 10.80 ｍ3 t=20cm  0-40

補 強 土 壁 補 強 土 壁 42.6 ｍ2 壁面積　※各部材の数量は「補強土壁工数量計算書」を参照

砂 、 砂 質 土 床 掘 68.3 ｍ3

軟 岩 Ⅱ 床 掘 2.1 ｍ3

補 強 土 盛 土 76.8 ｍ3

埋 戻 Ｄ 7.5 ｍ3 補強土前面

撤 去 工 コ ン ク リ ー ト 殻 積 込 12.67 ｔ 無筋コンクリート 体積=①2.41+②3.10= 5.51m3

　加無山林道　被災番号1

数　量　集　計　表



図　名 1 /4 1 1.7 km地点

署　名

名　称

土量計算書

重心 補正距離 面積 立積 重心 補正距離 面積 立積 重心 補正距離 面積 立積

BP= 0 0.0 0.1 0.1

3.0 0.1 0.3 0.2

3.0 0.2 0.1 0.2

IP.1= 9 3.0 0.2

3.0 0.1 0.2

3.0 0.1 0.3

EP= 18 3.0 0.2

18.0 0.5 0.2 1.1

土工集計表

切土(S1) 切土(R2) 床掘(S1) 床掘(R2) 盛土 埋戻(D) 補強土盛土 箱掘工

0.5 0.2 1.1 路盤工数量より 10.8 m3

68.3 2.1 7.5 76.8

路盤工(上層路盤t=20cm,0-40)

0.5 0.2 68.3 2.1 1.1 7.5 76.8 (3.00×18.00）×0.20= 10.80 m3

切土・床掘合計 0.5+0.2+68.3+2.1= 71.1

盛土・埋戻合計 1.1+7.5= 8.6

補強土盛土（砕石部除く） 76.8-(2.2×0.6×3.0)= 72.8

運搬盛土

購入土 ((8.6+72.8)×1.2÷0.9＝ 108.5 m3

計

BP=0～EP=18

本線

補強土壁

15

6

加無山林道　災害復旧工事

距離
切　　取(S1) 流用盛土切　　取(R2)

測点

3

計

被災番号

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

各 種 数 量 計 算 書

12

備考(摘要)



令和 6 年度

延　長 18 ｍ
幅　員 3.6 ｍ
表紙共 6 枚

山形森林管理署最上支署

加無山林道災害復旧工事
被災番号1

数 量 計 算 書



№1

工 事 構 成 工 種 数 量 単 位 備 考

切 土 工 砂 、 砂 質 土 切 土 0.5 ｍ3

軟 岩 Ⅱ 0.2 ｍ3

箱 掘 工 砂 、 砂 質 土 切 土 10.8 ｍ3

盛 土 工 流 用 盛 土 1.1 ｍ3 本体

〃 10.8 ｍ3 箱掘 現地処理

運 搬 盛 土 12.4 ｍ3 購入土

法 面 整 形 砂、砂質土法面整形 3.4 ｍ2 切土法面整形

軟 岩 Ⅱ 法 面 整 形 0.8 ｍ2 切土法面整形

路 盤 工 上 層 路 盤 工 10.80 ｍ3 t=20cm  0-40

補 強 土 壁 補 強 土 壁 42.6 ｍ2 壁面積　※各部材の数量は「補強土壁工数量計算書」を参照

砂 、 砂 質 土 床 掘 68.3 ｍ3

軟 岩 Ⅱ 床 掘 2.1 ｍ3

補 強 土 盛 土 76.8 ｍ3

埋 戻 Ｄ 7.5 ｍ3 補強土前面

撤 去 工 コンクリート殻積込 12.67 ｔ 無筋コンクリート 体積=①2.41+②3.10= 5.51m3

　加無山林道　被災番号1

数　量　集　計　表



図　名 1 /4 1 1.7km地点

署　名

名　称

土量計算書

重心 補正距離 面積 立積 重心 補正距離 面積 立積 重心 補正距離 面積 立積

BP= 0 0.0 0.1 0.1

3.0 0.1 0.3 0.2

3.0 0.2 0.1 0.2

IP.1= 9 3.0 0.2

3.0 0.1 0.2

3.0 0.1 0.3

EP= 18 3.0 0.2

18.0 0.5 0.2 1.1

土工集計表

切土(S1) 切土(R2) 床掘(S1) 床掘(R2)盛土 埋戻(D)補強土盛土 箱掘工

0.5 0.2 1.1 路盤工数量より10.8m3

68.3 2.1 7.5 76.8

路盤工(上層路盤t=20cm,0-40)

0.5 0.2 68.3 2.1 1.1 7.5 76.8 (3.00×18.00）×0.20=10.80m3

切土・床掘合計 0.5+0.2+68.3+2.1= 71.1

盛土・埋戻合計 1.1+7.5= 8.6

補強土盛土（砕石部除く） 76.8-(2.2×0.6×3.0)=72.8

運搬盛土

購入土 ((8.6+72.8)-71.1)×1.2＝12.4m3

計

BP=0～EP=18

本線

補強土壁

15

6

加無山林道　災害復旧工事

距離
切　　取(S1) 流用盛土切　　取(R2)

測点

3

計

被災番号

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

各 種 数 量 計 算 書

12

備考(摘要)



図　名 2 /4 1 1.7km地点

署　名

名　称

切土法面整形・盛土法面整形計算書

法長 面積 法長 面積 法長 面積 法長 面積 法長 面積 法長 面積

BP= 0 0.0 0.1 0.5

3.0 0.2 0.6 0.9 0.8

3.0 0.1 1.1

3.0 0.4 0.8

3.0 0.6

3.0

EP= 18 3.0

18.0 0.2 3.4 0.8

盛土法面整形

左 右

各 種 数 量 計 算 書 被災番号

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

加無山林道　災害復旧工事

測点 距離
切土法面整形(S1) 切土法面整形(R2)

左 右

計

6

3

9

12

15

左 右



図　名 3 /4 1 1.7km地点

署　名

名　称

補強土壁床掘計算書

面積 面積 面積 面積

4.3 1.1 3.2

0.7 4.3 1.1 3.2

3.0 5.2 0.5 5.2

2.8 7.2 0.3 9.1

2.8 4.2 0.7 0.4 6.8

3.0 4.4 0.6 3.7

0.7 4.5 0.7 3.7

0.7

※各部材の数量は「補強土壁工数量計算書」を参照。

2.6

1.3

76.8

2.2

12.6

20.0

22.3

15.8

各 種 数 量 計 算 書 被災番号

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

加無山林道　災害復旧工事

立　積
距離

補強土盛土

立　積

床掘(Ｓ1) 床掘(Ｒ2) 埋戻Ｄ(擁壁前面)

立　積 立　積

0.8

14.3 2.4

17.4 1.1

3.0

1.0

12.9 1.1 1.5

3.1 0.5

1.016.012

68.3 2.1 7.5

0.21.6

15

b

c

計

測点

a

3

6

9



図　名 4 /4 1 1.7km地点

署　名

名　称

コンクリート殻積込

(無筋コンクリート)

既設石積ブロック

= 撤去図 1/1 より =

= 撤去図 1/1 より =

合計

撤去数量② 7.13t

12.67t

各 種 数 量 計 算 書 被災番号

東北森林管理局 山形森林管理署最上支署

加無山林道　災害復旧工事

撤去数量計算書

撤去数量① 5.54t



補強土壁数量計算書















縮　尺

名　称

署　名

図　名 平　面　図  １
被災番号 1　三階滝林道起点より 1.6Km地点

1：500

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

三階滝林道　災害復旧工事

S=1:500

BP(0.0)

14.0

EP(25.0)

2号コンクリート擁壁(吐口)
H=5.00m　L=8.00m

1号コンクリート擁壁(呑口)
H=3.50m　L=8.00m

高耐圧ポリエチレン管
 φ800　L=30.00m



1：200

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 標 準 断 面 図  １

三階滝林道　災害復旧工事

被災番号 1　三階滝林道起点より 1.6Km地点

14.0

1.50 1.50

0.50 0.50

4.00

3.00

1:0.45

1:
0.
45

26.2
%

高耐圧ポリエチレン管 φ800

L=30
.00m

GW-1.5-I(b-S)

H=5.00m　L=8.00m
2号コンクリート擁壁

GW-1.5-I(b-S)

H=3.50m　L=8.00m
1号コンクリート擁壁

S1    = -

BA    = 144.2

床掘S1    =  8.8×8.0+9.9×8.0+4.6×1.4=156.0m3

埋戻(C)   =  1.5×8.0+3.2×8.0= 37.6m3

砂利路盤工

SP0.0～SP25.0    0.60×25.0=15.0m3

盛土      =144.2×25.0=3605.0m3

河道掘削S1 = 17.4

床掘S1  = 8.8

埋戻(C) = 1.5

床掘S1  = 9.9

埋戻(C) = 3.2

床掘S1  = 4.6

2.20

4.63

1.40

1
.
2
1

0
.
3
0

砕石 A= 3.5

砕石 A= 0.4

河道掘削  = 17.4× 3.6=  62.6m3

箱掘S1　　=  0.6×25.0= 15.0m3

0
.2
0

箱掘S1= 0.6

不足土　  = 3605.0+37.6-(62.6+156.0)×0.9=3445.9m3

残土      = 15.0×0.9= 13.5m3

基礎砕石  = (3.5+0.4)×25.8=100.6m3

25.8













1：200縮　尺

名　称

署　名

図　名 平　面　図  １
被災番号 2　三階滝林道起点より 1.9Km地点

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

三階滝林道　災害復旧工事

S=1:200

コルゲートφ1000

BP(0.0)

EP(10.0)

5.0

1号コンクリート擁壁(吐口)
H=4.00m　L=10.00m

2号コンクリート擁壁(呑口)
H=3.50m　L=8.00m

コルゲートパイプⅡ型
φ1500　L=13.00m



1：100縮　尺

名　称

署　名

図　名 標 準 断 面 図  １
被災番号 2　三階滝林道起点より 1.9Km地点

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

三階滝林道　災害復旧工事

1:
0.
45

1:0.45

20.5%

コルゲートパイプⅡ型

φ1500 L
=13.00

m

5.0

1.50 1.50

0.50 0.50

4.00

3.00

床掘S1    =  5.0×8.0+7.7×10.0+6.7×1.7=128.4m3

埋戻(C)   =  1.9×8.0+3.2×10.0= 47.2m3

砂利路盤工

SP0.0～SP10.0    0.60×10.0= 6.0m3

河道掘削  =  2.4× 2.4=  5.8m3

盛土      = 27.0×10.0=270.0m3

GW-1.5-I(b-S)

H=4.00m　L=10.00m

1号コンクリート擁壁

GW-1.5-I(b-S)

H=3.50m　L=8.00m

2号コンクリート擁壁

S1     = -

BA  　 = 27.0

河道掘削S1 = 2.4

床掘S1  = 6.7

床掘S1  = 7.7

埋戻(C) = 3.2

床掘S1  = 5.0

埋戻(C) = 1.9

箱掘S1 = 0.6

箱掘S1    =  0.6×10.0=6.0m3

不足土    =  270.0+47.2-(5.8+128.4)×0.9= 196.4m3

残土      =  6.0×0.9= 0.5m3
撤去コルゲートパイプ

φ1000 L=13.0m

0
.2
0

9.9



三階滝林道2号箇所災害復旧工事

1号コンクリート擁壁（吐口）

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： GW-1.5-I 4.00 延長（m）： 10.00

0.60

7.13

１．コンクリート 53.0 m3

m当たり
5.30 × 10.00 = 53.00

２．普通型枠 93.9 m2

1.20 × 10.00 = 12.00
②躯体前面 3.73 × 10.00 = 37.30

3.40 × 10.00 = 34.00 93.90
= 10.60

３．基礎栗石 3.7 m3

m当たり
0.15× 2.43 × 10.00 = 3.65

４．足場工 30 m

①擁壁前面 1 × 10.00 = 10.0
②擁壁背面 2 × 10.00 = 20.0

30.0

擁壁の高さ（m）：

フーチングの高さ（m）：

躯体の型枠（m2）：

①基礎前面、基礎背面

③躯体背面
④端型枠



５．目地材 0.0 m2

箇所
0 × 5.3 = 0.0

６．水替工 14.5 日

0.075 × 53.0 = 4.0
0.100 × 93.9 = 9.4 14.5
0.014 × 77.0 = 1.1

７．仮締切工 0 m

段数
大型土のう × 20.00 = 0.0

①コンクリート　0.075日/m3

②型枠　0.100日/m2
③床掘　0.014日/m3



三階滝林道2号箇所災害復旧工事

2号コンクリート擁壁（呑口）

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： GW-1.5-I 3.50 延長（m）： 8.00

0.50

6.29

１．コンクリート 34.0 m3

m当たり
4.25 × 8.00 = 34.00

２．普通型枠 66.8 m2

1.00 × 8.00 = 8.00
②躯体前面 3.29 × 8.00 = 26.32

3.00 × 8.00 = 24.00 66.82
= 8.50

３．基礎栗石 2.7 m3

m当たり
0.15× 2.25 × 8.00 = 2.70

４．足場工 16 m

①擁壁前面 1 × 8.00 = 8.0
②擁壁背面 1 × 8.00 = 8.0

16.0

擁壁の高さ（m）：

フーチングの高さ（m）：

躯体の型枠（m2）：

①基礎前面、基礎背面

③躯体背面
④端型枠



５．目地材 0.0 m2

箇所
× 4.3 = 0.0

６．水替工 9.9 日

0.075 × 34.0 = 2.6
0.100 × 66.8 = 6.7 9.9
0.014 × 45.8 = 0.6

７．仮締切工 36 m

段数
大型土のう 2 × 18.00 = 36.0

①コンクリート　0.075日/m3

②型枠　0.100日/m2
③床掘　0.014日/m3



三階滝林道2号箇所災害復旧工事
コルゲートパイプ

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： CPφ1500 13.00

9.90

基礎砕石 6.9 m3

m当たり

0.70 × 9.90 = 6.93

CPの延長（m）：

基礎工の延長（m）：



三階滝林道2号箇所災害復旧工事
路盤工

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： 3.00 10.00 0.2

路盤工 6.0 m3
m当たり

3.00 × 10.00 = 30.00 m2

延長（m）： 厚さ（m）：



1：200

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 平 面 図  １

及位林道　災害復旧工事

被災番号 1　及位林道起点より 0.8Km地点

S=1:200

B
P
(
0
.
0)

12.0

EP(15.0)
コンクリート擁壁
H=4.50m L=14.00m



1：100

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 標 準 断 面 図  １

及位林道　災害復旧工事

被災番号 1　及位林道起点より 0.8Km地点

12.0

床掘S1    = 13.7×14.0= 191.8m3

埋戻(C)   =  5.6×14.0=  78.4m3

砂利路盤工

SP0.0～SP15.0    0.60×15.0= 9.0m3

1.50 1.50

0.50 0.30

3.80

3.00

H=4.50m L=14.00m

床掘S1  =13.7

埋戻(C) = 5.6

GW-L-I(b-S)
コンクリート擁壁

箱掘S1    =  0.6×15.0=   9.0m3

箱掘S1  = 0.6

0
.2
0

残土　    = (191.8+9.0)×0.9-78.4= 102.3m3

想定崩壊線



及位林道１号箇所災害復旧工事

コンクリート擁壁

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： GW-L-I 4.50 延長（m）： 14.00

0.70

7.72

１．コンクリート 64.3 m3

m当たり
4.59 × 14.00 = 64.26

２．普通型枠 136.9 m2

1.40 × 14.00 = 19.60
②躯体前面 3.92 × 14.00 = 54.88

3.80 × 14.00 = 53.20 136.86
= 9.18

３．基礎栗石 4.2 m3

m当たり
0.15× 2.00 × 14.00 = 4.20

４．足場工 56 m

①擁壁前面 2 × 14.00 = 28.0
②擁壁背面 2 × 14.00 = 28.0

56.0

擁壁の高さ（m）：

フーチングの高さ（m）：

躯体の型枠（m2）：

①基礎前面、基礎背面

③躯体背面
④端型枠



５．目地材 0.0 m2

箇所
0 × 4.6 = 0.0

６．水替工 0.0 日

0.075 × = 0.0
0.100 × = 0.0 0.0
0.014 × = 0.0

７．仮締切工 0 m

段数
大型土のう 0 × 24.00 = 0.0

①コンクリート　0.075日/m3

②型枠　0.100日/m2
③床掘　0.014日/m3



及位林道１号箇所災害復旧工事
路盤工

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： 3.00 15.00 0.2

路盤工 9.0 m3
m当たり

3.00 × 15.00 = 45.00 m2

延長（m）： 厚さ（m）：



1：500

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 平 面 図  １

及位林道　災害復旧工事

被災番号 2　及位林道起点より 1.3Km地点

S=1:500

BP(0
.0)

4
0.
0

E
P(8

0.0)



1：100

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 標 準 断 面 図  １

及位林道　災害復旧工事

被災番号 2　及位林道起点より 1.3Km地点

40.0

砂利路盤工

SP0.0～SP80.0    0.60×80.0= 48.0m3

1.50 1.50

0.50 0.30

3.80

3.00

S1 　 =13.1

BA 　 = 0.1

切土S1    = 13.1×80.0=1048.0m3

盛土      =  0.1×80.0=   8.0m3

箱掘S1= 0.60
.2
0

箱掘S1    =  0.6×80.0=  48.0m3

残土　    = (1048.0+48.0)×0.9-8.0= 978.4m3

植
生
マ
ッ
ト
　
L=
6.
8m

クラック

 L 　 = 6.8

植生マット= 6.8×80.0= 544.0m3

想定崩壊線



及位林道2号箇所災害復旧工事
路盤工

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： 3.00 80.00 0.2

路盤工 48.0 m3
m当たり

3.00 × 80.00 = 240.00 m2

延長（m）： 厚さ（m）：



1：200

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 平 面 図  １

清水沢林道　災害復旧工事

被災番号 1　清水沢林道起点より 0.3Km地点

S=1:200

B
P(0

.0)

9
.0

E
P(1

7.0)

大型ブロック擁壁
H=8.00m L=17.00m



1：100

東北森林管理局 山形森林管理署 最上支署

縮　尺

名　称

署　名

図　名 標 準 断 面 図  １

清水沢林道　災害復旧工事

被災番号 1　清水沢林道起点より 0.3Km地点

9.0

1.50 1.50

0.30 0.50

3.80

3.00

床掘S1  =20.4

埋戻(C) = 1.6

床掘S1    =20.4×17.0= 346.8m3

埋戻(C)   = 1.6×17.0=  27.2m3

砂利路盤工

SP0.0～SP17.0    0.60×17.0=10.2m3
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大型ブロック擁壁

箱掘S1  = 0.6

箱掘S1    = 0.6×17.0=  10.2m3
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残土　    = (346.8+10.2)×0.9-27.2= 294.1m3



清水沢林道災害復旧工事

大型ブロック擁壁

選択セル 入力セル 入力禁止セル

高さ（m）： 8.00 8.500 延長（m）： 17.00

タイプ： b-S

１．表面パネル 144.5 枚

10m当たり

S2005 85.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 144.50 枚

２．背面パネル 289.0 枚

10m当たり

WM2026-0.5 170.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 289.00 枚

つなぎ材D6 850.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 1445.00 本

透水防砂材2*660*L 357.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 606.90 ｍ

３．鉄筋 775.2 ㎏

10m当たり

平鋼　1000 456.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 775.20 ㎏

連結鉄筋 D13 8.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 13.60 ㎏

Vアンカー筋 D13 7.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 11.90 ㎏

差筋 D13 3.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 5.10 ㎏

くさび（2.3x18/50x70） 340.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 578.00 個

４．加工、組立、設置 144.5 m2

10m当たり

85.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 144.50 m2

BWの面積（m2）：



５．胴込めｺﾝｸﾘｰﾄ 173.6 m3

10m当たり

18-8-40 102.10 × 17.00 ÷ 10.00 = 173.57 m3

６．裏込め砕石工 44.5 m3

10m当たり

クラッシャラン 26.20 × 17.00 ÷ 10.00 = 44.54 m3

７．天端ｺﾝｸﾘｰﾄ 9.5 m3

10m当たり

18-8-40 5.60 × 17.00 ÷ 10.00 = 9.52 m3

８．天端ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠 16.4 m2

0.45 × 17.00 × 2 ＝ 15.30 m2

1.40 × 0.40 × 2 ＝ 1.12 m2

９．天端足場 17.0 ｍ

10m当たり

10.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 17.00 ｍ

１０．基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ 5.4 m3

10m当たり

18-8-40 3.20 × 17.00 ÷ 10.00 = 5.44 m3

①躯体前面・背面

②端型枠



１１．基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠 7.4 m2

0.20 × 17.00 × 2 ＝ 6.80 m2

1.60 × 0.20 × 2 ＝ 0.64 m2

１２．基礎砕石 30.6 m3

10m当たり

クラッシャラン 18.00 × 17.00 ÷ 10.00 = 30.60 m3

１３．目地材 0.0 m2

箇所

× = 0.0

１４．水替工 0.0 日

①コンクリートブロック

　0.100日/m2 0.100 × = 0.0 0.0 0.0

②床掘　0.014日/m3 0.014 × = 0.0 0.0

②端型枠

①躯体前面・背面



清水沢林道災害復旧工事
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大型ブロック（H＝8.0ｍ）　数量表

基
礎
工

基礎コンクリート工 18-8-40 3.2
基礎型枠工
基礎砕石工 クラッシャラン 18.0

天端鉄筋 D13
天端鉄筋工

裏込め砕石工 クラッシャラン 26.2

天
端
工

天端工 18-8-40 5.6
天端足場工 10.0

胴込めコンクリート工 18-8-40 102.1

加工、組立・設置工 85

鉄筋

平鋼 1000 456
連結鉄筋 D13 8

Vアンカー筋 D13 7
差筋 D13 3

くさび（2.3x18/50x70）

850
透水防砂材2*660*L 357

340

10ｍ当り

名  称 規  格 数 量

パ
ネ
ル
組
立
擁
壁
工

表面パネル
S2005 85
S1505 0
S1005 0

背面パネル
WM2026-0.5 170
つなぎ材D6



清水沢林道災害復旧工事
路盤工

選択セル 入力セル 入力禁止セル

タイプ： 3.00 17.00 0.2

路盤工 10.2 m3
m当たり

3.00 × 17.00 = 51.00 m2

延長（m）： 厚さ（m）：
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